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鳴門ワカメの養殖技術開発・普及に貢献した鳴門の漁師

〜中学校理科「科学技術の発展と人間生活の向上」の地域教材開発のために〜

Ⅰ．はじめに

　理科学習に対する意欲を高めることは，今日の理科教

育における重要課題である。学習意欲が低いことの根底

には，理科を学ぶ必然性に対する意識の低さがある。

TIMSS２００７年の中学校２年生に対する意識調査の中で，
「理科を学習すると日常生活に役立つ」と考える生徒は

５３％で，国際平均より約３０ポイント低ことが明らかに

されている（TIMSS２００７）。
　理科学習と実生活との関わりが重視される中で，平成

２０年３月に学習指導要領中学校理科が改訂され，改善基

本方針として５点があげられている。その中で理科学習

と実生活との関わりに関連する項目には，「（オ） 理科を
学ぶことの意義や有用性を実感する機会をもたせ，科学

への関心を高める観点から，実社会・実生活との関連を

重視する内容を充実する方向で改善を図る。また，持続
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可能な社会の構築が求められている状況に鑑み，理科に

ついても，環境教育の充実を図る方向で改善する」（文部

科学省，２００８）がある。この項目に関して，理科改善の

具体的事項では，「理科を学ぶことの意義や有用性を実感

する機会をもたせる観点から，実社会・実生活との関連

を重視する内容を充実すること」をあげ，「科学技術と人

間」，「自然と人間」についての学習が示されている。そ

の学習では，「科学技術の発展が人間生活を豊かで便利に

してきたことやエネルギー問題や環境問題など様々な問

題を解決するためにも科学技術が重要であることに気づ

かせ，科学技術の発展と人間生活とが密接に関わりを

もっていることの認識を深めさせる」ことを目標として

いる（文部科学省，２００８）。この方針に基づいて，平成

２４年度から使用されている中学校理科教科書には，次の

ような内容で学習が進められることになっている。例え

ば，啓林館の理科教科書指導書（塚田捷ほか，２０１２）で

は，環境編の中で，自然と人間科学技術の利用と環境保

全として，環境問題の対策から持続可能な社会作りの授

業を展開している。

　「科学技術の発展が人間生活を豊かで便利にしてきた

こと」をより身近に感じ，理科を学ぶ必然性に対する意

識を高めるためには，生活の場と密着に関連した題材を

教材化することが重要である。それぞれの地域には，地

域に密着し時代に即した技術の開発があり，そのような

技術開発の努力を知ることが，「科学技術の発展と人間生

活」をより共感的に理解できる方法であると考える。

　鳴門には，全国に通用する産物と言えば，鳴門金時や

鳴門ワカメがある。今日鳴門ワカメは全国的なブランド

名となっているが，そこに至るまでには，初期の段階で

の研究，試験的養殖，本格的養殖，改良及び普及といっ

た生活をかけた先人の努力があるはずである。

　ところが，鳴門ワカメの養殖技術開発についての具体

的な記録は残されていない。その中でも最も具体的にふ

れていると思われる平井・上田（１９８９）では，「鳴門地

域で最も早くワカメ養殖に本格着手したのは鳴門町漁協

であった。鳴門町漁協では１９６１年-６２年頃より漁協青年
部が試験養殖を開始し，３年間程度の試験養殖後，１９６０

年代中半頃より商業ベースに乗ってきたといわれる」と

記述している。このように，その技術を改良しつつ漁業

者に広めた方々の具体的な名前やその方々の努力につい

ての具体的な情報については，記録としては残されてい

ない。教材化するにあたって，学習者が実感をもって学

習するためには，具体的な情報が必要である。そこで，

本論文では鳴門におけるワカメ養殖技術の開発・普及に

関わった方々に対して聞き取り調査を行い，当時の状況

と先人の努力を記録として残すことを目的とする。

Ⅱ．　鳴門ワカメの養殖技術開発の経緯と概要

　鳴門周辺には，天然のワカメが生育しており，その収

穫は奈良時代から行われており，天日により自然乾燥さ

せたワカメは平城京に献上されるほどで，当時から名産

品として全国に知られていたらしい（鳴門市史編纂委員

会，１９８２）。その後，さらなる品質向上のために，前川

文太郎によりワカメ加工の仕上げに改良を加えた「灰干

法」が開発された。その開発された時期については，明

治の初め（鳴門市史編纂委員会，１９８２），江戸時代末期（徳

島県漁業史編さん協議会，１９９６）との記述があるが，そ

の根拠，出所が示されていないため，正確な時期につい

ては明らかではない。ともかく江戸時代末期から明治初

期の頃に開発されたこの加工方法によって長期保管及び

品質が向上し，需要が増えることにより，鳴門の天然物

だけでは原材料不足となる事態が発生するようになった。

その原材料不足を補うために他県のワカメを購入し，そ

れを原材料として加工し製品の販売をしていた時期も

あったようだ。また，三陸地方に灰干しの技術を紹介し，

その製品を買い付けることにより，材料不足を補う方法

俯　瞰　図

側　面　図

Ｂ．水平筏式

Ａ．ノレン式

Ｃ．延 縄 式

鳴門地方でおこなわれている養殖施設

東北地方におこなわれている養殖施設３種

図１　ワカメの養殖方法（徳田ほか，１９８７）
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もとっていたという（鳴門市史編纂委員会，１９８２；岡村

金太郎，１９８２）。

   鳴門では天然ワカメ同様，撫養のノリが有名で，里浦
でもノリを養殖していた。その中心となっていたのは，

徳島県水産試験場（現徳島県水産研究課）の加藤孝氏で，

漁業者の指導を行っていた。昭和３０年頃から東北地方や

国立水産研究所，各県の水産試験場，大学などが中心と

なり，ワカメの養殖事業への試験が始められており（徳

田ほか，１９８６），鳴門でもノリがある程度軌道に乗った

時点ではあったが，ワカメの養殖をしようとの提案がな

され，この提案により徳島でのワカメ養殖事業への研究

が始まった。

   鳴門海峡，大礒崎辺りの方や，椿泊の人たちがワカメ
養殖に関心があり，昭和３３-３４年，水産試験場の協力で
人工種苗をつくる技術開発を手掛けた。昭和３３年には，

水産試験場による試験養殖で人工遊走子付けした種苗枠

を海中管理し，養殖に初めて成功した。翌年，昭和３４

年には，陸上タンクによる種苗の人工管理に方式に成功

した（團ほか，２００４）。この陸上タンクによる種苗の管

理方法の開発により，鳴門地域での問題点であった夏場

の種苗管理ができるようになった。この方法により，安

定的な種苗の確保につながっている。そのため現在では，

日本各地でも養殖技術が使用され，三陸地方でも使用さ

れている。

   海中での養殖は，垂下式（図１，のれん式）から延縄
方式，浮かし延縄方式（昭和３５年）を経て，昭和３６年

に現在の養殖方法である筏式養殖方法（図１）が開発さ

れた（徳島県漁業史編さん協議会，１９９６）。この方法は，

３０m×３０ｍの枠に等間隔にロープを張り，そこにワカ
メをさして養殖を行う。この方法だと，海流が速い鳴門

の海にも適しており，現在でも使用されている方法であ

る。養殖のめどが立ったのが昭和３５−３６年であったが，

漁業者の間にはなかなか普及しなかった。

   しかし，本論文で紹介する梅野繁幸氏やその他の漁業
従事者の努力により，徐々にワカメ養殖に取り組む者が

増え，現在では，徳島県のワカメ生産量は，全国第三位

となり，鳴門と小松島周辺が主な生産地となっている。

   

Ⅲ．梅野繁幸氏への聞き取り調査

１．インタビューの経緯

   これらの養殖技術の開発は，徳島県水産試験場（現水
産研究課）が中心となって行われてきたが，その試験的

養殖や養殖技術の普及では，養殖が収入に結びつかない

時期から気長に養殖の成功を信じ，その本格的導入に努

力した地元，堂の浦や里浦の漁協に所属する漁業者の

方々に負うところが多い。

   その漁業者の一人，当時里浦漁協青年部に所属し，先

導的に養殖に取り組んだ梅野繁幸氏（図２）に，当時の

養殖技術開発から，養殖の定着までの取り組み状況につ

いて聞き取り調査を行った。

   梅野繁幸氏は昭和４年８月３１日に鳴門市里浦町で生
まれ，里浦漁協の組合員として漁業者として生計を立て

る中，漁業者の生活向上のためにワカメ養殖に積極的に

取り組んだ方である。梅野繁幸氏同様にワカメ養殖研究

に携わった漁師の方々が他にもいたが，梅野繁幸氏は鳴

門地域の漁師にその技術を丁寧に伝えただけではなく，

養殖方法を学びに来た徳島県内外の漁師たちにもこの技

術を伝えることにより，鳴門で開発された養殖技術を徳

島県内外に広めることにも貢献された方である。

   ところが，梅野繁幸氏のようなワカメ養殖研究への協
力，栽培研究，ワカメ養殖の普及に努力した漁師の方々

の活動については，鳴門ワカメ養殖研究史の中でも全く

触れられていない。そこで，当時のワカメ養殖の状況に

ついて，記憶にある限りの生の情報を得，記録として残

すための聞き取り調査を行った。

   聞き取り調査は， ２０１１年１０月１７日， ２０１１年１０月
２４日， ２０１１年１１月７日， ２０１２年１０月２５日， ２０１３
年９月９日の合計５回行った。

　梅野氏の話によると，これまでにもワカメ養殖の経緯

に関するインタビューが数件あり，その度に情報を提供

したとのことである。また，それらのインタビューで当

時の資料を貸してほしいとの要請もあったそうで，最初

の種から成長したワカメを挿す全課程を示した標本，資

料や写真等，所有していたたくさんの資料を要請に応じ

貸し出したが，残念ながら貸し出したそれらの資料等は

梅野さんの手元には戻って来ず，現在は当時の資料のほ

とんどが行方不明状態であるという。このことは非常に

残念なことであるとともに，もし，資料が残っていれば，

鳴門ワカメ養殖史を研究する上で意義のある資料や標本

となったであろうことを思うと，非常に残念である。

　なお，本論文中で使用する，図３，５，６，７，８の資料は，

梅野氏より提供を受けたものである。

 

図２　梅野繁幸氏（２０１２．１０．２５撮影）
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２．聞き取り調査から

１）ワカメ養殖に取り組もうとした時期

   ワカメ養殖技術が確立する以前は，天然ワカメの灰干
処理を行って保存した後，製品化するためにワカメの灰

を落とし，水で戻し，糸ワカメに加工して出荷すること

で漁師は収入を得ていたという。当時の漁師は，天然の

ワカメを大きな棒の先にコマを付け，棒をねじってワカ

メを巻き付かせ，さらにそれを左右にふってワカメの根

を岩盤からはがし，ワカメを収穫していたという。

　しかし，天然ワカメの乱獲防止ために，ワカメを収穫

できる時期は年に数日だけと制限されており，年間を通

して出荷するために必要なワカメの確保が難しかったと

いう。

　当時，鳴門では撫養のノリが有名で，里浦でもノリの

養殖を盛んに行っていた。養殖のためのノリは日和佐で

採苗を行い，それを使って鳴門で養殖を行っていた。

　ノリ養殖が軌道に乗っていた頃，梅野氏から水産試験

場鳴門分場に対してワカメ養殖の提案があった。しかし，

当時はノリ養殖の最盛期で，ワカメ養殖への関心は少な

く，突拍子もない話として，まわりからは笑われたそう

である。養殖したノリは長期間保管するための方法がな

いため，ノリによる収入は収穫できる２−４月に限られ，

収穫期以外は収入がないという問題と，手作業による処

理では，その収入も限られており生活の不安定さがつき

まとっていた。それに対して，ワカメは加工することが

でき，それを販売することによって，年間を通しての収

入を確保することができる。しかし，鳴門の天然ワカメ

に関しては，前述の通りその資源を守るため，収穫でき

る日が限られていた。そこで，冬場の仕事として養殖ワ

カメを収穫できれば，今まで以上に生活が向上すると考

え，ワカメ養殖の提案を行ったという。その提案に興味

を持ったのが，鳴門海峡や大礒崎辺りの方や，椿泊の方々

であった。梅野氏がワカメ養殖の施設として目をつけた

のがノリの養殖資材であった。その枠を中心とした資材

を利用して，ワカメを栽培することができないかと考え

た。

２）ワカメ養殖への取り組み

　昭和２８年（１９５３年），三陸地方では大船渡市末崎町

の小松藤蔵氏によってワカメ養殖研究が始められた。昭

和３２年（１９５７年）にはその養殖に成功し，起業化する

ことに成功していた（デジタル公民館末崎，２０１３）。こ

のような状況の中で，鳴門では天然のワカメの加工では，

生産量が限られているという問題点の克服のために，ワ

カメ加工の必要量や漁師の仕事を確保するために，鳴門

でもワカメ養殖の研究が始まった。これは水産試験場の

職員及びそれに協力する漁業者によって研究がすすめら

れた。

   梅野氏も，いろいろな情報に基づき，養殖に挑戦した。

しかし，何度やっても失敗した。そこで東北地方ではす

でに養殖に成功しているとの話を聞き，ワカメ養殖の現

状を視察するために，昭和３３年から数回にわたり，宮

城県石巻市万石浦及び荻浜のワカメ養殖場へ自費による

視察を行った（図３）。ところが，一漁業者の個人的な視

察では，得られる情報が限られており，また養殖の繁忙

期には視察ができないため，話を聞くのみの視察となっ

た。訪問した万石浦及び荻浜は，宮城新昌氏によって牡

蠣の種苗・養殖の研究・開発に精力的に取り組まれた地

であり，その後，辻隆三氏がワカメ養殖技術の開発に取

り組み，その養殖技術を確立した場所でもある（三養水

産株式会社 ,２０１３）。その視察の折に見せていただいた写
真では，立派なワカメが収穫されており，鳴門でのワカ

メ養殖が始まったばかりの時に，東北ではすでにこれだ

け立派なワカメができることに梅野氏は驚嘆したという。

その時，得た情報では，カキの養殖場の空きロープにぶ

ら下げたら養殖ができたということが発端であったとの

ことである。また，種苗生産も，水温など漁場環境の状

況からか，それほど苦労せずにできたとのことで，鳴門

での苦労は理解してもらえなかったとのことである。そ

の荻浜は２０１１年の東北大震災の津波で大きな被害を受

け，今震災復旧の途上にある（図４）。震災後壊滅状態で

あった，東北に鳴門から養殖のためのワカメを送ったと

図３　宮城県石巻市万石浦ワカメ養殖場

（昭和３３年）

図４　２０１３年９月現在の宮城県石巻市荻浜

（震災復興が進んでいる）
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の報道がなされたが，この荻浜も震災後新たにワカメの

養殖を試したとのことである。

　昭和３３年（１９５８年）には，徳島県水産試験場におい

て，人工遊走子を付けた種苗を海中管理することによっ

て，初めて養殖への道が開かれた（團ほか，２００４）。こ

の頃は三陸地方と同じ方法で養殖を試みたが，潮の流れ

が穏やかで，水深が深い三陸地方と違って，鳴門地域は，

潮の流れが速く水深が浅い。そのため，試験養殖を試み

た養殖施設が海底の岩礁ですれ，養殖場自体が壊れてし

まったものも多くあった。その頃は，航路権の問題もあ

り，海峡での養殖は容易ではなかった。

   また３２，３３年ごろ，孟宗竹に穴を開け，その穴にひも
をつけてもう１本の孟宗竹をつけ，メカブを海中にばら

まき，そのひもに胞子が付着するよう工夫した。しかし，

その試みは，失敗の連続であった。

   昭和３４年（１９５９年）陸上タンクによる種苗の人工管
理方式に成功し，夏場の管理に成功した。これにより，

水深が浅く水温変化が激しい海中でなく，陸上タンクに

よる夏眠管理ができるようになり，鳴門において種苗管

理から養殖まで一貫して行うための技術が整ってきた

（團ほか，２００４）。

　梅野繁幸氏はワカメの養殖が漁師の生活を安定させ，

生活の向上に大きな役割を果たすのだとの強い確信のも

とに，ノリ養殖をしながら，水産試験場で開発されたこ

の養殖技術を応用し，鳴門海峡で本格的にワカメ養殖を

行うための研究に取り組み始めた。その養殖場所は現在

の「旅館水の」がある辺りであった。しかし，当時は漁

業権より，航路権の方が強く，試験養殖には苦労が多かっ

たという。養殖方式としては垂下式でやっていたところ

もあったが（鳴門市史編纂委員会，１９９９），梅野さんは

最初から延縄式で行っており，ちなみに現在行われてい

る筏式になったのは，昭和４４，４５年以降である。

   試験場方々，特に秋月友治さんからは，採集のしかた，
培養のしかた，糸の操作，移殖の方法など，「その手順を

丁寧に教えていただいたとのことである。また試験場の

方々は技術を伝授するだけでなく，生育状況の観察，指

導・助言のために，頻繁に梅野さん宅を訪問していたよ

うである。

   ワカメ養殖は，春成長した胞子葉（メカブ）から遊走
子（胞子）を放出させ，それを糸に付着させることから

始まる。糸に付着した遊走子が細胞分裂を繰り返し配偶

体となるが，水温が２５℃ 以上になると成長が止まり，

休眠状態となる。秋になり，水温が低下すると配偶体が

成長を始め，卵が受精し芽胞体へと変化する。芽胞体が

ある程度成長した段階で養殖用ロープにとりつけ，海中

で養殖を開始すると，その養殖技術は，現在ではほぼ完

成している。しかし，養殖に関しては，すべてが手探り

状態であった。興味を持った昭和３０年頃には，ワカメ

を見るために里浦にあった吉岡医院で顕微鏡を借り，そ

れで観察を行っていたが，借り物では観察が十分にでき

ないため，自費でニコン製の顕微鏡を購入したがその金

額は，月収の数倍はしたものであった。それを買うため

に，奥さんが四苦八苦してやりくりしたとのことである。

しかし，それがなければ，見えないのでどうしても買う

必要があったとのことである。取り組み始まったばかり

の昭和３３年頃は，全てが手探り状態であった。

   養殖を成功させたいという意気込みとともに，未知の
ものを探究するという探究心から，梅野繁幸氏は夫婦

共々その研究にのめり込んでいった。そのことを物語る

ように顕微鏡で見た遊走子の姿を，当時の感動も込めて

生き生きと語ってくれた。

   遊走子の存在を確認した後，４０ℓの海水の中で配偶体
に成長させながら培養したそうである。さらにその培養

液の中に，配偶体を付着させる糸を浸すのだが，最初は

試験的に先端を少し培養液に浸し，その付着状況を確認

してから，本格的に糸を培養液の中に浸す。このような

作業を，試験場の方々のアドバイスのもとに，行ってい

たようである。

   これだけ熱中して，ワカメ養殖に取り組もうとするに
は，次のような背景があったからだという。

梅（奥）「私も顕微鏡で種みていた」

　　　「メカブから出た遊走子をシャーレに入れて見

ると，ピコピコ動くんよ」

　　　「走って，走ってする。あまりに動くので私は

顕微鏡をうまく合わせられなかった」

梅　　「動くって，音がするくらい動く。１㎝位のメ

カブから何億とでてる。ミジンコみたいなのが

ブワーっと動いている」

　　　「ええもん教えてもろた」

　　　（このような話しぶりから，二人が遊走子の姿に

感動しながら観察している姿が，目に浮かぶよ

うだった。）

梅（奥）「きちがいになっていたから」

　　梅「そんなことがあったから若い時には熱中し，積

極的に進んできた」

梅　　「自分のためにしてるんだからね。ワカメで生活

せなあかんからね。私が成功しなければみんな

笑うんよ。ついてこんのよ。どうしても成功せ

なあかん。試験場も一緒，私も一緒。毎日って

なくらい試験場の人がきたな。また，家にも泊

まった。私も試験場に泊まりに行ったしね。家

にも何人も来た。ゆっくりと晩ご飯を食べ，酒

を飲んで，みんなが帰るのは午後１０時くらい

だった。頻繁な付き合いになるからありがた

かった。そのおかげで，技術でもなんでも教え

てくれる。それを聞いていてワカメの養殖をど
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このようなワカメ養殖への取り組みをしている頃は，試

験場の方々が状況を確認してくれ，指導もしてくれたが，

その作業は結構大変であったらしい。

   当時のことを回想して梅野繁幸氏は，「自分がワカメ養
殖に取りかかった頃は，取り組む人はごく少人数だった。

その養殖への取り組みは，私が成功しなければ他の漁師

仲間が笑うし，ついてこない。だからどうしても成功さ

せなければならなかった。試験場の方々と私の気持ちは

同じ気持ちであったため，試験場からも毎日のように様

子を見に来てくれ，試験場の方々が私の家にもよく泊

まってくれた。私も試験場によく泊まりに行った。」と話

している。

   
   このように，多くの試験場の方々が梅野氏宅を訪問し，
夕食だけでなく，酒も飲みながら，養殖技術について語

り合い，情報交換を行っていたようである。これも生活

を今よりも楽にしたいがためにどうしても養殖をやりた

いという一念であったらしい。しかし，梅野氏自身の生

活が楽になるまでには，相当の年月がかかったようであ

る。漁師がワカメを本格的に栽培するようになっても，

梅野氏は試験場の依頼により，他の地域で講習をしたり

していたため，それに没頭し，自身のワカメ養殖はでき

てなかったとのことである。このころのことを，奥さん

は「うれつらい」と表現するが，非常にいい言葉である。

　昭和３５年１０月２４日には，徳島水産試験場の世話で，

先進地視察として，東北水産研究所，東北大学理学部付

属女川水産研究実験所，宮城県水産試験場，万石浦漁業

組合などを訪問した。参加者は試験場の中久さん，鈴木

さん，鳴門漁協の福池さん，堂の浦漁協の笹部さんらと

訪問し，ワカメ養殖のみならず，牡蠣養殖などについて

も現場視察を行った（図５）。

　鳴門のワカメ養殖は，シュロ縄に種をつけてそれを海

中入れで育てていた。そこで，種をクレモナ糸につけ，

糸を５㎝ほどに切って，ロープ（わら縄）に差し込む方

法を考案した。最初はシュロ縄で行ったが，シュロ縄は

切り取ればほどけてしまうので，うまくいかなかった。

ところが，クレモナ糸を使うとうまくいくことがわかり，

この方法で養殖を行った。この方法は現在も広く使われ

ている方法である。

　奥さんの弁では，「この人はあほが着くくらい人がよ

かったので，漁民のためと言って，特許を取らなかった

のだ」とのことであるが，梅野氏は，「当時の指導者がえ

らかったのだ」と言う。ともかく，養殖ができたことが

嬉しくて，もうけのことは度外視であった。

   その年の冬には，失敗続きでうまくいかなかった。小
鳴門海峡での養殖で，遊走子が付着したロープを確認す

ることができた（図６）。

  ワカメ養殖に取り組み，はじめて収穫できたのが，昭
和３６年２月５日である。里浦漁港の青年部の方々と喜び

の中で，水揚げを行った（図７）。

うしてもやりたいと思った。その理由の第一は

自分達の生活を楽にしたかったからだ」

梅（奥）「でも，自分が楽になるまで長いことかかったね。

他の漁がワカメ養殖を本格的にして収入もあげ

ているのに，試験場から講習の依頼をされて県

内外にワカメ養殖の講習に行った。自分とこの

ワカメせんとね！ほーんまにあほがつくほど人

が良いんやから」

梅　　「ワカメはやったけどね。ワカメはおお良かった

なって喜んだのがこれと私。お互いにワカメが

発芽するのが見えた」

梅（奥）「２人だったね」

梅　　「太いわら縄で。３本の縄をよって太くするわけ。

それに差し込んでいった。お金がないからね」

図５　女川水産研究所にて（昭和３５年１０月２４日）

図６　付着した遊走子を手に（小鳴門海峡にて）
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   昭和３６年冬に本枠を作り，それを岡崎灯台の沖合に浮
かべ，本格的な養殖を実施した。昭和３７年初めには，

ワカメが長く成長しているのを確認したが，収穫前のあ

る夜，突然本枠そのものが行方不明になってしまい，梅

野氏は非常に落胆し，奥さんはそのショックで寝込んで

しまったという。

　鳴門で養殖に成功したその頃は，鳴門以南ではまだワ

カメができてなかったが，要請のあった県南の試験場に

行ってその技術の講習をしたり，和歌山の水産課にも

行って養殖に関する話をした。おかげ

で，県南や他の地域にも広がり，現在

ではワカメ養殖ができるようになって

いる。また，梅野氏のもとでワカメの

種付けに成功したとの話が広がって，

近隣から種をわけてほしいとの話が

あった。

　しかし，まだまだ，試験的な養殖の

状況であったので，そのことを理解し

ていただいた上で，わけることもあっ

た。淡路島からも養殖の視察や種付け

について熱心に視察に来たそうである。

昭和３８，３９年頃になると，種付けの品

質も安定し，販売することも可能と

なった。その頃，梅野氏は「よそには

売らない」と言っていたが，淡路島の

方々のあまりの熱心さに根負けしてし

まい顕微鏡で種がついているか確認し

た上で，持って帰ってもらったそうで

ある。しかし，もって帰るのに，当時

鳴門と淡路の間に就航していた阿淡汽船を利用するため，

種のついた資料をぬれた新聞にくるみ，乾燥しないよう

にして持って帰ってもらったが，管理が悪く途中で乾燥

してしまうこともあり，苦情も発生した。そこで，現地

に行って話をし，種を分けるのは，商売としてではなく，

試験用として分けるのだという話をし，漁師の方々に納

得していただいた上で分けたと言うことである。このよ

うな経緯が淡路島でのワカメ養殖の始まりだったようで

ある。今では品質の良いワカメの産地として知られる淡

路島であるが，このようなワカメ養殖の経緯について，

記録として残されているものがあるだろうか。

　鳴門養殖ワカメとして商標登録する話もあったが，当

時の場長の「私はあなたに個人的に教えたわけではない。

漁民のために使おう」との示唆で，登録をしなかった。

   ワカメ養殖に成功した昭和３５，６年頃は，養殖に取り組
む人は少なく，技術的にも試行錯誤の時期であったが，

技術がある程度確立した昭和３９年辺りに，軌道にのりだ

した。
図７　はじめてのワカメ収穫

（昭和３６年２月５日，岡崎海岸にて）

梅（奥）「今の漁師はワカメがなかったら大変よ。漁にい

けないから。漁がないから。ワカメがあるから

１年中座っておれるけど，ね。加工するにして

も，何にしても。ワカメがはじまった時人数が

少なかったんね。最初な。それがいっきに１００何

人に増えて。誰もお前がやってくれたなぁと

言ってくれる人はなかったですけどね。当然，

できたものしてるだけじゃって感じでね。まあ，

２，３人はワカメが出来るんは，お父さんのお

かげじゃって言ってくれる人もあったけど」

図８　老人ホームを訪れた時の新聞記事（昭和３９年）
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　その頃，いいワカメができると，家族には食べさせな

いで，老人ホームで老人が待っていてくれると言うこと

で持って行ったそうである。当時の新聞記事から，その

養殖成功の喜びが伝わってくるのと同時に，ワカメがま

だまだ一般的ではなく，養殖場のすぐ上にある老人ホー

ムにもかかわらず，ワカメを見たことのない人もいたこ

とがわかる（図８）。

   昭和４０年代になり徐々に養殖技術が確立してくると，
取り組む漁師が一気に１００何人に増え，鳴門でのワカメ

養殖が盛んになった。

　さらに，ワカメの塩蔵技術が開発されることにより，

ワカメの生産量が急増したといわれている（長持・佐藤，

２００４）。

Ⅳ．終わりに

　今回の調査で，鳴門ワカメの開発の経緯と開発初期の

状況が明らかとなった。このような経緯を経て，鳴門ワ

カメは有名ブランドとして定着し，漁業者の生活向上に

大きな役割を果たし，さらに我々の食生活にも大きな影

響を与えてきている。今回の調査で，その開発に協力し，

普及に努力した人物を取り上げることができ，開発初期

の情報が失われていく中で，その開発や定着に努力した

方に聞き取り調査を行うことにより，その当時の努力や

意気込みを記録として残しておくことの意義は大きい。

   中学校の理科学習では，科学技術の発展と人間生活の

関連について学習する単元がある。この単元の目的は，

科学技術の発展と人間生活の関連を学ぶことにより理科

を学ぶ必然性を実感するところにある。現在理科の教科

書で取り上げられている学習内容では，我々の生活に欠

かせない「食」に関する教材は少ない（表１）。本論文で

取り上げた，地元の産物を開発した技術と生活への影響

を，その開発した方々の情報とともに学習することは，

理科を学習する必然性を実感する上でも非常に重要であ

ると考えられる。

　今後，このような郷土に密着した教材の発掘が望まれ

る。
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表１　各教科書における「科学技術の発展と人間生活の向上」

Ｅ社Ｄ社Ｃ社Ｂ社Ａ社

農作物の品種改
良・除虫・除草の
科学技術・稲刈り・
野菜工場・遺伝子
解析

トマトの品種改良食

ライフサイエンスiPS細胞・スパイ
ダー・シルク・福
祉と科学技術

抗生物質・医療機
器

医療技術・吸水ポ
リマー

衣・住

カプセル内視鏡・
医薬品

炭素繊維・ファイ
ンセラミックス・
バイオセラミック
ス・SMA・超伝導
物質・光ファイ
バー・CNT・光触
媒・導電性高分子・
LED・有機 EL

CNT・光触媒・液
晶

LED・SMA・炭素
繊維・有機 EL・超
伝導物質

新素材

自動車のエンジ
ン・燃料電池自動
車・ハイブリッド
自動車

電気自動車・ハイ
ブリッド自動車・
燃料電池自動車・
電車・飛行機

新幹線・飛行機・
ハ イ ブ リ ッ ド
カー・リニアモー
ターカー・エア
バック

移動・輸送

カラーディスプレ
イ・コンピュータ・
情報通信ネット

ケイタイ電話・IC
カ ー ド・コ ン
ピュータ

コンピュータ・光
ファイバー

ケイタイ電話・コ
ンピュータ・イン
ターネット

携帯電話・コン
ピュータ（スマー
トフォン）

情報・通信
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